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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

　腕時計の専門店
「チックタック」が、5月
9日～6月12日まで、
不要な腕時計を下取
りするサステナブルな
キャンペーンを実施す
　る。

　下取りした腕時計は物品寄付プログ
ラム「お宝エイド®」を経由して再販・
パーツの再利用をし、買取査定額のす
べてを「公益財団法人日本自然保護協
会」に寄付。不要な腕時計を、自然保護
問題の
解決と
生物多
様性保

全、自然を活かした地域
づくりなどに役立てる。家
に眠っている要らなくなっ
た腕時計を捨てずに寄付
することで、環境負荷の低
減に努め、持続可能な社
会の実現を目指す。
　腕時計を下取りに出し
た顧客を対象に、不要な
腕時計1本回収につき、

新しい 腕 時 計 1 点 をその 場 で
10%OFFする。また環境保全への取り
組みに賛同した証として、先着でオリジ
ナル缶バッチをプレゼントする。
　日本自然保護協会は「自然のちから
で、明日をひらく。」という活動メッセー
ジを掲げ、人と自然がともに生き、赤
ちゃんから高齢者までが美しく豊かな
自然に囲まれ、笑顔で生活できる社会
を目指して活動しているNGO。山から
海まで、日本全国で自然を調べ、守り、
活かす活動を続けている。
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皆様もご存知の通り、ラボグロウンダ
イヤモンドのメリットは天然ダイヤモン
ドに対しての圧倒的な価格差にありま
す。国内にラボグロウンダイヤモンドが
正規に輸入されはじめた当初（2016
年頃）は、1ctアップでラパポートの
-65%前後であった価格も、現在では
-90%前後で推移しており、中には
-94%を超えるものも出始めています。ラ
ボグロウンダイヤモンドの価格が下が
るにつれバイヤーからの価格透明性へ
の要求はより高まっており、海外サプラ
イヤーから直接輸入することで中間
マージンを排除する動きが事業の大小
を問わず活発になっております。　　
一方で、天然ダイヤモンドとは異な

り、技術の違いなどによるラボグロウ
ンダイヤモンド特有の品質差に関して
は全てのバイヤーが十分な知識を
持っているとは言えないのが現状で

す。そのためJGDAでは、国内でのラボ
グロウンダイヤモンド市場の活性化、
より透明性のある価格での取引を推
進し、仕入に関するバイヤーの方々の
知識面でのサポートをする目的で、ラ
ボグロウンダイヤモンド専門のオンラ
イン取引所『LGDeal LLC』との日本
における戦略的パートナーシップを
締結致しました。LGDealはニュー
ヨークに本社を持つ世界最大規模の
ラボグロウンダイヤモンドオンライン取
引所です。このプラットフォームには本
原稿執筆時点で120のサプライヤー
が参加、97,043点の鑑定書付ラボグ
ロウンダイヤモンドが掲載されており、
バイヤーはサプライヤーから直接ラボ
グロウンダイヤモンドのルースを買い
付けることが可能です。この、一部の
国内業者のビジネスを毀損する可能
性のある海外企業のサービスを積極

的に国内導入推進することについて
一部批判もあるとは思いますが、以下
３点の観点から協会としては戦略的
パートナーシップの妥当性を見出して
います。ひとつは、インターネットには
国境がなくTwitterやFacebookがそ
うであったようにWebサービスが国を
超えて広がるのは時間の問題だとい
うことです。二つ目はこのオンライン取
引所の利用によって国内ブランドのビ
ジネスサポートになり、確かな消費市
場の活性化が見込めるということ。三
つ目に、その為に知識や実務面で国
内バイヤーをサポートする役割を誰
かが担う必要があるということです。こ
の３点は、当協会「正しい知識の普及
と透明性により健全な市場の発展に
努める」という理念に合致しており、市
場の健全性の保護という観点も含め
て取組みを決定致しました。また、価
格の透明性は魅力的だが海外企業と
の直接取引に不安があるという方へ
の取引仲介サービスも提供させてい
ただく予定です。ラボグロウンダイヤモ

ンドは天然ダイヤモンドと化学的に同
様の物質とはいえ、テクノロジーによっ
て誕生した素材である以上、天然ダイ
ヤモンドとは異なる仕入のポイントが
存在します。また、それぞれのショップ
やブランドのコンセプトによっても仕
入れるべきダイヤモンドは異なってく
るでしょう。また、コンセプトの立て方
によっては特定のサプライヤーからの
供給に限定した方が良い場合もある
と思います。JGDAとして、協会員様は
もちろん、日本でラボグロウンダイヤモ
ンドの事業を行う全ての方々へ、幅広
い選択肢と適切なダイヤモンドを選択
するための知識をご提供し、日本のラ
ボグロウンダイヤモンド市場を更に活
性化させるための手段の一つになれ
ばと考えております。LGDealに関して
詳細は以下URLよりご確認いただけ
ます。https://lgdeal.com/jp
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代表理事　石田茂之　

　「マルチマルチクレーム」とは、マルチ
クレーム（２以上の請求項を択一的に
引用する請求項）を引用するマルチク
レームのことで、日米欧中韓の主要庁の
うち、日本・欧州は認めているものの、日
本から多くの出願がされている米国・中
国・韓国においては制限されている。

（例）
・請求項１Ａを備える装置。
・請求項２さらにＢを備える請求項１  
　に記載の装置。
・請求項３さらにＣを備える請求項１又
は２に記載の装置。（←マルチクレーム）

・請求項４さらにＤを備える請求項１
　～３のいずれか１項に記載の装置。
　（←マルチマルチクレーム）

　「マルチマルチクレーム」について
は、一の請求項を把握するにあたって、
その請求項が引用する全ての各請求
項の記載を組み合わせて把握すること
が必要であるなど、第三者による監視
や審査処理において過度な負担を生
じさせる要因である。 
　そこで、国際調和並びに審査負担及
び第三者の監視負担の軽減の観点か
ら、日本でも「マルチマルチクレーム」の
制限を導入する。この制限は、省令改
正の施行後（施行日：令和４年４月１
日）にする特許出願に適用される。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）
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マルチマルチクレームの制限

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

　部下の勤務態度を注意叱責するの
は上司にとって作今なかなか神経を使
う。遅刻やサボリ休みのような明らかに
規律違反の事柄ならともかく、良し悪し
グレーゾーンというべき場面にぶつかる
と上司は判断に迷い、ついつい解決を
先送りにしがちである。社内の融和的
人間関係を優先してそのまま黙認する
こともあるだろうが、それはそれで更な
る問題に発展してしまう。

　Aさんは勤務歴の長い
パートさんで宝飾品を販
売する接客が主たる仕事
である。もちろん売り場全
体の雑務もこなしている。
彼女は朝１０時から午後５
時まで勤務し昼休みを正
午から１時間とる。勤務姿
勢に特段の問題がある人
ではない。彼女は習慣的に
午前午後の勤務中に一度

ずつトイレのために売り場を離れる。
が、いつ頃からか昼休み直前にもう一
度トイレに行くようになった。この場合
管理者はこの離席を黙認すべきだろう
か。それとも昼の休憩時間内で済ますよ
うに注意すべきだろうか。微妙な問題で
ある。上司が男性の場合この類の話は
言葉を選ばないと「セクハラ」と受け取
られかねない。また「我慢できません」
「無理をすると膀胱炎になります」と反
論されたらどう説得するのか、あるいは
「それなら休憩１０分前なら構いません
か」「トイレの回数は決まっているのです
か」とだんだん話が込み入ってきて休憩
時間はどのような意味で休憩なのかと
いう「そもそも論」にまで発展しかねな
い。それではとそのままにしておくと、そ
れまでは問題のなかったBさんもCさん
も同様に休憩前トイレ離席をし始める
し、しなくても不満が溜まっていく。規律

の平等は職場の原則である。トイレ離
席に限らず、スマホの取り扱い、スタッフ
同士の会話等々職場には是非が難しい
事柄が多々存在している。些細なように
見えて根は意外と複雑である。社労士
に相談したところ「職場全体の雰囲気
の問題でしょう、Aさんのような行動を
自然と許さないような雰囲気を作って
いくことが大事」と指摘されたが、「言う
は易し」の感がある。読者の皆さんはど
のような感想をお持ちだろうか。
　いくらかでも大きな会社ならスタッフ
の配置転換、他支店への人事異動と
いう人を流動化させる方策で事を解決
できるが、零細な小売店になるとそうも
いかない。スタッフが固定すると上下の
距離感が近づいておのずと緊張関係
が損なわれる。気心が知れるという面
もあるが「この程度はいいだろう」とい
う規律の弛緩がどうしても生まれる。そ

こから仕事への姿勢が雑になり私語
が多くなり詰まるところ売り場全体の
空気が悪くなるのである。一喝して万
事がうまくいったのは昭和の時代感覚
で、注意とパワハラの使い分けが難し
いのが現在である。
　長い間オーナー兼店長の立場で人
を使ってきて、小さな店の「労務」という
のは実に難しいというのが実感である。
　　　　　　　　　　　　  　貧骨
 　　 cosmoloop.22k@nifty.com

小売の十字路小売の十字路

人使いは難しい
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抜けないトゲのような話
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